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第12章 総合評価 

本環境影響評価では、管理型最終処分場の増設事業の実施に伴う環境への影響について、

大気質、騒音、振動、悪臭、水質、地下水、地形及び地質、植物、動物、生態系、景観、ふ

れあい活動の場、地域及び文化、廃棄物等、温室効果ガス等の 15の環境要素を対象に現況調

査、予測・評価を実施した。 

予測に当たっては、前提条件となる各種発生量等は、地域環境に対して事業影響が大きく

なるように見積もって設定し、また、事業の実施において留意する必要があると認められた

事項については、「第 10 章 環境保全のための措置」（P162）を実施することにより、事業の

実施が環境に及ぼす影響の抑制を図ることとした。環境影響の評価は、予測結果を項目毎に

環境基準またはこれに準ずる判断基準、並びに地域環境の特性と現況調査の結果等を勘案し

て設定した環境保全目標に照らして比較することによって行った。 

これらの結果から、事業の実施による工事、存在・供用時の各段階における周辺地域の環

境に及ぼす影響は、各項目とも環境保全目標を達成する程度であり、事業者の実行可能な範

囲で環境影響の低減が図られるものと評価した。 

今後、工事の実施、施設の運営に当たっては、本環境影響評価の結果を十分認識し、その

前提となった環境保全措置を確実に実行して、環境保全に配慮するものとする。 
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